
JP 2010-4541 A 2010.1.7

10

(57)【要約】
【課題】決定された位置情報に基づくサービスの提供を
可能とする。
【解決手段】無線通信方法は、無線通信ネットワークの
第１ノードによって生成される第１の走査報告を受信す
る段階を有する。この走査報告は、無線通信ネットワー
クへ結合される複数のノードに係る識別情報を含む。複
数のノードは、位置を知られていない第２ノードを有す
る。走査報告は、また、第１ノードと複数のノードの夫
々との間の通信時間に夫々対応する第１の複数の時間値
を含む。方法は、第１の複数の距離を第１の複数の時間
値により決定する段階を更に有する。第１の複数の距離
の各距離は、第１ノードと複数のノードの夫々との間の
距離に対応する。加えて、方法は、第２ノードの位置情
報を第１の複数の距離により決定する段階を有する。更
に、当該方法は、第２ノードの位置情報を用いて少なく
とも１つの無線装置へサービスを提供する段階を有する
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報告であって、位置
を知られていない第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される複数のノー
ドに係る識別情報と、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第１の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第１の複数の距
離を前記第１の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数の距離により決定する段階と、
　少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記位置情報を利用する段階と
　を有する無線通信方法。
【請求項２】
　前記第１の走査報告に基づいて前記第１ノードの位置情報を決定する段階を更に有し、
　前記第２ノードの位置情報を決定する段階は、前記第１ノードの前記位置情報を利用す
る段階を有する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項３】
　前記第１の走査報告が少なくとも３つの基地局からの情報を含まない場合に前記第１の
走査報告を捨てる段階を更に有する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項４】
　前記第２ノードの前記位置情報の決定に応答して、前記複数のノードに含まれていない
第３ノードの位置情報を決定する段階と、
　少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記第３ノードの前記位置情報を
利用する段階と
　を更に有する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項５】
　前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成される第２の走査報告であって、
前記第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される第２の複数のノードに係
る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第２の複
数の距離を前記第２の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第２の複数の距離により更新する段階と
　を更に有する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項６】
　前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成される第２の走査報告であって、
前記第１の走査報告に含まれていた第４ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合
される第２の複数のノードに係る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノード
の夫々との間の通信時間に夫々対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信す
る段階と、
　前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第２の複
数の距離を前記第２の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第４ノードの位置情報を前記第１の複数の距離及び前記第２の複数の距離により決
定する段階と
　を更に有する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記位置情報を利用する段階
は、少なくとも１つの位置に基づくサービスを前記少なくとも１つの無線装置へ提供する
段階を有する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記位置情報を利用する段階
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は、前記無線通信ネットワークを利用するよう前記第２ノードの権限付与を促す段階を有
する、請求項１記載の無線通信方法。
【請求項９】
　無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報告であって、位置
を知られていない第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される複数のノー
ドに係る識別情報と、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第１の複数の時間値とを有する走査報告を受信するよう動作するインターフェー
スと、
　前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第１の複数の距
離を前記第１の複数の時間値により決定し、前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数
の距離により決定し、前記第２ノードの前記位置情報により少なくとも１つの無線装置へ
のサービスの提供を促すよう動作するプロセッサと
　を有する無線通信システム。
【請求項１０】
　プロセッサによって実行される場合に、該プロセッサに、
　無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報告であって、位置
を知られていない第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される複数のノー
ドに係る識別情報と、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第１の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第１の複数の距
離を前記第１の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数の距離により決定する段階と、
　前記位置情報により少なくとも１つの無線装置へのサービスの提供を促す段階と
　を実行させる命令を有する有形のコンピュータ読取可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、無線通信並びにより具体的に無線ネットワークでのポジショニング
のためのシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ８０２．１６は、ＷｉＭＡＸとして一般に知られている広帯域無線アクセス（
ＢＷＡ）のための新たな一連の規格である。ＷｉＭＡＸは、無線モバイルシステムの第４
世代を対象とする無線技術の１つである。ＩＥＥＥ８０２．１６の基本仕様に対するＩＥ
ＥＥ８０２．１６ｅ改訂は、１１ギガヘルツ（ＧＨｚ）未満の許可された及び許可適用除
外の周波数帯域での複合的な、固定された、及び移動性の動作を可能にする。ＩＥＥＥ８
０２．１６は、例えばボイスオーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）等の等時性アプリケーションと、
例えば伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）アプリケーション等のバーストデータアクセスプロ
ファイルを有するアプリケーシとョンとを含むインターネットプロトコル（ＩＰ）アプリ
ケーション及びサービスの幾つかのクラスをサポート可能な高スループットのパケットデ
ータネットワーク無線インターフェースを定義する。
【０００３】
　基本のＷｉＭＡＸネットワーク・カバレッジは、他のモバイル無線技術に類似するアプ
ローチを用いて（例えば、高出力マクロ基地局を用いて）提供される。セル内のカバレッ
ジ及びキャパシティを増大させるために、分散型の小規模基地局エンティティが考えられ
てきた。想定される対象ユーザの数及びアプリケーションのタイプに依存して、これらの
小規模基地局エンティティは、ナノ、ピコ又はフェムト基地局としてＷｉＭＡＸ業界によ
って定義されている。
【０００４】
　フェムト基地局（ｆＢＳ）は、最も小さい基地局エンティティである。ｆＢＳは、本質
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的に、ユーザが自身の家や職場で購入しインストールすることができる小規模のＷｉＭＡ
Ｘ基地局である。それは、基本的に、ＩＥＥＥ８０２．１６規格に基づいてｍＢＳと同じ
エアインターフェース機能をユーザのＭＳに提供する。ｍＢＳと比べて、ｆＢＳは、少な
い機能を有する低価格、低電力の無線システムである。ユーザは、帯域幅及びカバレッジ
範囲を増やして、例えば固定／移動カバレッジ等の新しいアプリケーションを可能にする
よう、自身の建物にｆＢＳを置くことができる。ユーザの建物に配置される場合、ｆＢＳ
は、ＭＳがユーザの建物の外のｍＢＳから得るよりも高い信号強さ及びより良いリンク品
質をしばしば提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、決定された位置情報に基づくサービスの提供が可能な無線通信方法、無線通
信システム及びコンピュータ読取可能な媒体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　無線通信方法は、無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報
告を受信する段階を有する。この走査報告は、前記無線通信ネットワークへ結合される複
数のノードに係る識別情報を含む。複数のノードは、位置を知られていない第２ノードを
有する。前記走査報告は、また、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信
時間に夫々対応する第１の複数の時間値を含む。当該方法は、第１の複数の距離を前記第
１の複数の時間値により決定する段階を更に有する。前記第１の複数の距離の各距離は、
前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に対応する。加えて、当該方法は
、前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数の距離により決定する段階を有する。更に
、当該方法は、前記第２ノードの前記位置情報を用いて少なくとも１つの無線装置へサー
ビスを提供する段階を有する。
【０００７】
　当該方法は、前記第２ノードの前記位置情報の決定に応答して第３ノードの位置情報を
決定する段階を有してよい。この第３ノードは、前記第１の走査報告で前記複数のノード
の一部でなくともよい。当該方法は、前記第３ノードの前記位置情報の決定に応答して前
記無線通信ネットワークにアクセスするよう前記第３ノードの権限付与を促す段階を有し
てよい。前記第１ノードはエンドポイントであってよく、前記第２ノードはフェムト基地
局であってよい。
【０００８】
　無線通信システムは、無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走
査報告を受信するよう動作するインターフェースを有する。前記第１の走査報告は、前記
無線通信ネットワークへ結合される複数のノードに係る識別情報を含む。複数のノードは
、位置を知られていない第２ノードを有する。前記第１の走査報告は、また、前記第１ノ
ードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々対応する第１の複数の時間値を含
む。加えて、当該システムは、第１の複数の距離を、該第１の複数の距離の各距離が前記
第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に対応するように、前記第１の複数の
時間値により決定するよう動作するプロセッサを有する。このプロセッサは、更に、前記
第２ノードの位置情報を前記第１の複数の距離により決定するよう動作する。加えて、前
記プロセッサは、前記第２ノードの前記位置情報を用いて少なくとも１つの無線装置への
サービスの提供を促すよう動作する。
【０００９】
　実施される特定の特徴に依存して、特定の実施例は、下記の技術的利点の幾つか若しく
は全てを示し、又はそれらのいずれも示さない。ネットワークオペレータは、ネットワー
クのユーザによって指定される位置にあるインストール設備でリソースを費やす必要はな
い。加えて、ネットワークオペレータは、ユーザによってインストールされたネットワー
クのノードを適切に認証することができる。他の技術的な利点は、下記の図面、記載、及
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び特許請求の範囲から当業者にとって容易に明らかであろう。
【発明の効果】
【００１０】
　本開示の実施形態により、決定された位置情報に基づくサービスの提供を可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】種々の通信ネットワークを有する通信システムの一実施例を表す。
【図２】エンドポイント、マクロ基地局、フェムト基地局及びロケーションサーバを有す
る無線ネットワークの一実施例を表す。
【図３】ノード間の走査を行う通信システムの一実施例を表す。
【図４】通信ネットワーク内のノードについて位置情報を決定する一実施例を表すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付の図面と関連して以下の記載が参照される。図面中、同じ参照番号は同じ部
分を表す。
【００１３】
　図１は、特定の実施例に従う、種々の通信ネットワークを有する通信ネットワークを表
す。通信システム１００は複数のネットワーク１１０を有してよい。各ネットワーク１１
０は、独立して又は他のネットワークと関連して１又はそれ以上の異なるサービスを助け
るよう設計されている様々な通信ネットワークのいずれであってもよい。例えば、ネット
ワーク１１０は、インターネットアクセス、無線アクセス（例えば、ＷｉＭＡＸサービス
）オンライゲーム、ファイル共有、ピア・ツー・ピア・ファイル共有（Ｐ２Ｐ）、ボイス
オーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）呼出、ビデオオーバーＩＰ呼出、又は通
常ネットワークによって提供される他の何らかのタイプの機能性を助けることができる。
ネットワーク１１０は、有線又は無線のいずれかの通信のための様々なプロトコルのいず
れかを用いて各自のサービスを提供することができる。例えば、ネットワーク１１０ａは
、ＷｉＭＡＸとして広く知られている８０２．１６無線ネットワーク（例えば、８０２．
１６ｊ）を有してよい。この無線ネットワークは、例えばｍＢＳ１２０のようなマクロ基
地局（ｍＢＳ）と、例えばｆＢＳ１９０のようなフェムト基地局（ｆＢＳ）とを有してよ
い。
【００１４】
　議論を簡単にするために、以下では、関係する種々のエンティティについて簡易化され
た用語が用いられる。「所有者」は、ｆＢＳを得たエンティティ、又は誰にｆＢＳが登録
されているかを表す。「使用者」は、無線リソースを消費しているエンティティを表す。
「インターネットサービス」は、所有者が例えばインターネットのような外部ネットワー
クにアクセスするために使用するサービスを表す。語「インターネット」が用いられるが
、それは簡単のために使用されるのであって、インターネットのみならず、ｆＢＳがその
バックホール接続を確立するために使用する公共の及び私的なネットワークを含むあらゆ
るタイプのネットワークを包含するよう意図されている。「インターネットサービスプロ
バイダ（ＩＳＰ）」は、所有者にインターネットサービスを提供するエンティティを表す
。「無線サービス」又は「キャリアサービス」は、ユーザが例えばＷｉＭＡＸのような無
線アクセスに使用するサービスを表す。「無線サービスプロバイダ（ＷＳＰ）」は、ユー
ザ又は所有者に無線サービスを提供するエンティティを表す。この用語は、簡単のために
用いられるが、全ての可能な実施形態の適用範囲全体に相当するわけではない。例えば、
所有者はユーザであってもよく、ＩＳＰはＷＳＰであってもよい。他の例として、ＩＳＰ
は、直接的に所有者にインターネットアクセスを提供していなくともよい（例えば、ＩＳ
Ｐは、建物にインターネットアクセスを提供し、次いで、建物の所有者は、ｆＢＳ所有者
にインターネットアクセスを提供してよい。）。
【００１５】
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　図１に表されている実施例はｆＢＳ１９０を有する。ｆＢＳ１９０は、本質的に、ＷＳ
Ｐから所有者によって購入された（又は借りられた）小規模基地局であってよい。次いで
、所有者は、例えば、自身の敷地で、ｆＢＳを設置することに関与する。設置されると、
ｆＢＳは、所有者の敷地内で信号カバレッジを強めるために使用される地理的に小規模な
カバレッジ範囲を提供する。シナリオに依存して、所有者は、このカバレッジを他の未知
の使用者と共有してよく（例えば、ｆＢＳは公共ｆＢＳである。）、あるいは、カバレッ
ジを既知の／権限を付与された使用者に限定してよい（例えば、ｆＢＳは私的ｆＢＳであ
る。）。
【００１６】
　ｆＢＳは、ＷＳＰからのサポートをほとんど又は全く伴わずに所有者によってその所有
者の敷地にインストールされると考えられる。これは、通常ＷＳＰによってインストール
されて作動させられる他のタイプの小規模基地局エンティティとは相違する。ｆＢＳは家
庭又は職場環境で動作するので、所有者のエンドポイント１４０によってのみアクセス可
能な私的設備としてｆＢＳ１９０を考えることは当然である。しかし、或る状況で、ｆＢ
Ｓの所有者は、非所有者のエンドポイント１４０へ無線サービスを提供してよい。このよ
うなｆＢＳは、公衆アクセス可能なｆＢＳと称されることがある。
【００１７】
　所有者は、ＷＳＰからｆＢＳを購入し、それを自身の家に、又は、実際上は、ブロード
バンド接続を有する如何なる場所にも、設置することができるので、ＷＳＰは、ｆＢＳ１
９０の位置についてほとんど又は全く制御を有さなくともよい。然るに、ＷＳＰは、ｆＢ
Ｓの初期化及び動作プロシージャの部分としてｆＢＳ１９０の位置を決定するよう試みて
もよい。ｆＢＳの位置に関して、ＷＳＰが有しうる少なくとも２つの考慮すべき事項があ
る。
【００１８】
　１）ｆＢＳは、ＷＳＰがスペクトルを使用するライセンスを有する地理的領域で動作す
る権限しか与えられないことがある。よって、オペレータは、スペクトルライセンス要求
を満たすよう１０キロメートル（ｋｍ）の精度を有してｆＢＳの位置を知る必要がある。
【００１９】
　２）ＷＳＰは、位置に基づくサービス（例えば、Ｅ９１１）を提供し、クオリティ・オ
ブ・サービス（ＱｏＳ）のレベルを確保するよう（例えば、同じ近傍にある他のｆＢＳか
らの干渉に基づいて適切なキャリア／セグメント／サブチャネル及びｆＢＳ送信電力を割
り当てる）無線リソース管理によりその無線ネットワークの無線動作を最適化するために
、１００メートル（ｍ）の精度範囲内でｆＢＳの位置を知る必要がある。
【００２０】
　ロケーションサーバ１９２は、ネットワーク１１０ａ内の様々なノードのＷＳＰへ位置
情報を提供してよい。ロケーションサーバ１９２は、様々なエンティティ（例えば、ｍＢ
Ｓ１２０、ｆＢＳ１９０、及び／又はＭＳ１４０）から走査報告を受信してよい。ロケー
ションサーバ１９２は、未知の位置にあるノードの位置情報を決定するよう、ネットワー
ク１１０ａ内の様々なエンティティの既知の位置とともに走査報告を用いてよい。ロケー
ションサーバ１９２の動作の例は、以下、図２乃至４を参照して記載される。
【００２１】
　ＦＭＣ（Fixed-mobile　convergence）は、ユーザが野外環境と屋内環境との間を移動
する場合にサービス継続及びサービス統合を享受することができるシナリオである。ｆＢ
Ｓ１９０は、エンドポイント１４０が単一の無線インターフェースを使用することを可能
にすることによって、ＦＭＣを助けることができる。より具体的に、１つのｆＢＳ１９０
ｂは、例えば、所有者の家に設置され、所有者は、外のｍＢＳ１２０又は中のｆＢＳ１９
０ｂのいずれか一方へ接続するために、同じ無線インターフェースを有する同じモバイル
装置を使用することができる。接続する装置の選択は、ＷＳＮ１１０ｂへ結合される又は
これによって制御されるエンドポイント１４０ｋ、ＢＳ１２０、又はいずれかの構成要素
によって自動で、あるいはユーザによって手動で、行われ得る。
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【００２２】
　ｆＢＳの設置工程の一部は、インターネットアクセスをｆＢＳにそのバックホール接続
のために提供することを有してよい。図１に表されるシナリオで、ｆＢＳ１９０はネット
ワークアクセス装置１８０へ接続されている。この接続は、ｆＢＳ１９０に、ＷＳＰのネ
ットワーク、すなわち、無線サービスネットワーク（ＷＳＮ）ネットワーク１１０ｂへの
それらのバックホール接続を提供することができる。ネットワークアクセス装置１８０は
、所有者に一般的なネットワークアクセスを提供してよい。ｆＢＳ１９０は、ＷＳＰに関
連する専用のバックホール通信ラインを使用せず、むしろ、所有者の既存のインターネッ
トアクセスを使用する。実施例及びシナリオに依存して、ＩＳＰ及びＷＳＰは同じエンテ
ィティであってよい。
【００２３】
　エンドポイント１４０の夫々は、ｍＢＳ１２０又はｆＢＳ１９０の１つへ接続されてい
る。簡単のために、エンドポイントが接続されている構成要素は、アクセスステーション
と称されることがある。例えば、エンドポイント１４０ｈについてのアクセスステーショ
ンはｆＢＳ１９０ａである。各エンドポイント１４０とその各自のアクセスステーション
との間には、時々アクセスリンクと称される無線接続１５０が存在してよい。かかる無線
接続は、それらがエンドポイントにネットワークへのアクセスを提供するので、アクセス
リンクと呼ばれることがある。
【００２４】
　無線接続は、例えば、（例えば、ダウンリンク又はアップリンクマップで記載される）
特定の中心周波数、特定の帯域幅、特定の時間スロット、及び／又は特定のサブチャネル
の組み合わせのような様々な無線リソースを有してよい。特定の実施例で、スロットに関
してリンクによって使用されるリソースの量について論じることが、都合がよいことがあ
る。かかる実施例に依存して、スロットは、特定の数のサブチャネル及びシンボル（時間
スロットとしても知られる。）を有してよい。例えば、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）
８０２．１６ｅ－２００５規格の８．４．３．１節は、単一のサブチャネル及び２つのシ
ンボルを有するスロットを特定する。
【００２５】
　図１の例となる通信システム１００は、多種多様なネットワーク、すなわち、ネットワ
ーク１１０ａ～１１０ｄを有するが、用語「ネットワーク」は、一般的に、ウェブページ
を通して送信される信号、データ又はメッセージ、電子メール、テキストチャット、ボイ
スオーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）、及びインスタントメッセージを含む信号、データ、及び／
又はメッセージを送信可能な如何なるネットワーク又はネットワークの組み合わせも定義
すると解釈されるべきである。ネットワークの適用範囲、サイズ、及び／又は構成により
、ネットワーク１１０ａ～１１０ｄのいずれか１つは、ＬＡＮ、ＷＡＮ、ＭＡＮ、ＰＳＴ
Ｎ、ＷｉＭＡＸネットワーク、例えばインターネットのようなグローバルな分散型ネット
ワーク、イントラネット、エクストラネット、又は無線若しくは有線ネットワークの他の
何らかの形態として実施されてよい。
【００２６】
　ネットワーク１１０は、あらゆる数及び組み合わせの有線リンク１６０、無線接続１５
０、ノード１７０、及び／又はエンドポイント１４０を有してよい。説明のために、単な
る一例として、ネットワーク１１０ａは、少なくとも部分的にＷｉＭＡＸを介して実施さ
れてよいＭＡＮであり、ネットワーク１１０ｂはＰＳＴＮであり、ネットワーク１１０ｃ
はＬＡＮであり、ネットワーク１１０ｄは、例えばインターネットのようなＷＡＮであり
、ネットワーク１１０ｅは、ネットワーク１１０ａに無線サービス（例えば、ＷｉＭＡＸ
）を提供するのに関与するＷＳＰによって運営され得る無線サービスネットワーク（ＷＳ
Ｎ）であり、ネットワーク１１０ｆは、そのユーザにインターネットアクセスを提供する
ことに関与するＩＳＰによって運営され得るインターネットサービスネットワーク（ＩＳ
Ｎ）である。図１には表されていないが、ＷＳＮネットワーク１１０ｅ及びＩＳＮネット
ワーク１１０ｆはいずれも、それらの夫々のサービスを提供することを必要とされ得るサ
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ーバ、モデム、ゲートウェイ及び他の構成要素を有してよい。
【００２７】
　ネットワーク１１０は４つの別個のネットワークとして表されているが、シナリオによ
り、ネットワークのいずれかの２又はそれ以上は単一のネットワークであってよい。例え
ば、ＷＳＰ及びＩＳＰは、ＩＳＮネットワーク１１０ｃ及びＷＳＮネットワーク１１０ｂ
を単一のネットワークにまとめながら同じネットワークで両方のサービスのための必要な
構成要素を保持することができる同じビジネスエンティティを有してよい。更に、ネット
ワーク１１０の間の相互接続は、図１に表されるものと異なってよい。
【００２８】
　概して、ネットワーク１１０ａ～１１０ｄは、エンドポイント１４０及び／又はノード
１７０（下記参照）の間の情報のパケット、セル、フレーム又は他の部分（ここでは一般
にパケットと称される。）の通信を提供する。特定の実施例で、ネットワーク１１０ａ～
１１０ｄはＩＰネットワークであってよい。ＩＰネットワークは、１又はそれ以上の通信
経路に沿って、データをパケットに置いて、各パケットを選択されているあて先へ個別に
送信することによって、データを送信する。ネットワーク１１０ｄは、ゲートウェイを介
してネットワーク１１０ｂへ結合されてよい。かかる実施例により、ゲートウェイは、ネ
ットワーク１１０ｂ及び／又は１１０ｄの一部であってよい（例えば、ノード１７０ｅ又
は１７０ｃはゲートウェイを有してよい。）。
【００２９】
　ネットワーク１１０ａ～１１０ｃのいずれも、それだけに限定されないがインターネッ
トを有する、他のＩＰネットワークへ結合されてもよい。ＩＰネットワークはデータを送
信する一般的な方法を共有するので、信号は、異なるが相互に接続されているＩＰネット
ワークに配置されている装置の間で送信されてよい。他のＩＰネットワークへ結合される
ことに加えて、ネットワーク１１０ａ～１１０ｃのいずれも、また、例えばゲートウェイ
のようなインターフェース又は構成要素の使用を通して非ＩＰネットワークへ結合されて
もよい。
【００３０】
　ネットワーク１１０は、複数の有線リンク１６０、無線接続１５０、及びノード１７０
を介して互いに及び他のネットワークと接続されてよい。ネットワーク１１０の相互接続
は、あらゆる中間要素又は装置もデータ及び制御信号を通信することを可能にするととも
に、エンドポイント１４０が、互いの間でデータ及び制御信号をやり取りすることを可能
にすることができる。従って、エンドポイント１４０のユーザは、ネットワーク１１０の
１又はそれ以上へ結合されている各ネットワーク要素の間でデータ及び制御信号を送受信
することができる。
【００３１】
　上述されるように、無線接続１５０は、例えばＷｉＭＡＸを用いる、２つの構成要素の
間の無線リンクを表しうる。１又はそれ以上のｆＢＳを伴うＷｉＭＡＸｍＢＳの拡大範囲
は、ネットワーク１１０ａが、比較的少数の有線リンクを用いながら、ＭＡＮに関連する
より大きい地理的領域をカバーすることを可能にすることができる。より具体的に、ｍＢ
Ｓ１２０及びｆＢＳ１９０をメトロポリタンエリアの周囲に適切に配置することによって
、複数のアクセスステーションは、ＭＢＳ１２０と通信するために無線接続１５０又は既
存の有線リンクを使用してよく、更に、メトロポリタンエリア全体にわたって無線エンド
ポイント１４０と通信するために無線接続１５０を使用してよい。ｍＢＳ１２０は、有線
リンク１６０ａを介して、他のｍＢＳ、ネットワーク１１０ｅのあらゆる構成要素、無線
接続を確立することができないあらゆるネットワーク要素、及び／又は、例えばネットワ
ーク１１０ｄ又はインターネットのような、ＭＡＮの外側の他のネットワークとも通信し
てよい。
【００３２】
　上述されるように、ネットワーク１１０ａのカバレッジ品質は、ｆＢＳ１９０の使用を
通して高められ得る。より具体的に、ＷｉＭＡＸｆＢＳの比較的縮小された範囲は、ネッ
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トワーク１１０ａが、より小さい範囲内、例えば建物内で、改善された信号品質及び／又
はキャパシティをユーザへ提供することを可能にする。ｆＢＳ１９０は、それらのアクセ
スリンクを、既存のネットワークアクセスの使用を通して、提供することができる。より
具体的に、ｆＢＳ１９０は、所有者のネットワークアクセス装置１８０へ接続してよい。
接続されると、ｆＢＳ１９０は、ＷＳＰのネットワーク（例えば、ネットワーク１１０ｂ
）への自身のバックホール接続のために、ＩＰＳのネットワーク（例えば、ネットワーク
１１０ｃ）を介して所有者のＩＳＰによって提供される所有者のインターネットアクセス
を使用してよい。
【００３３】
　ノード１７０は、通信システム１００でのパケット交換を可能にする通信プロトコルを
幾つでも実施するネットワーク構成要素、モデム、セッション境界コントローラ、ゲート
キーパー、ＩＳＮゲートウェイ、ＷＳＮゲートウェイ、セキュリティゲートウェイ、運用
管理保守及びプロビジョニング（ＯＡＭ＆Ｐ）サーバ、ネットワークアクセスプロバイダ
（ＮＡＰ）サーバ、基地局、カンフェレンス・ブリッジ、ルータ、ハブ、スイッチ、ゲー
トウェイ、エンドポイント、又は他の何らかのハードウェア、ソフトウェア、若しくは埋
め込みロジックの如何なる組み合わせを有してもよい。例えば、ノード１７０ａは、リン
ク１６０ｊを介してｍＢＳ１２０へ及びリンク１６０ａを介してネットワーク１１０ｄへ
接続されている他のｍＢＳを有してよい。ｍＢＳとして、ノード１７０ａは、様々な他の
ｍＢＳ及び／又はエンドポイントとそれ自身との幾つかの無線接続を確立することができ
る。
【００３４】
　ネットワークアクセス装置１８０は、ハードウェア、コンピュータ読取可能な媒体に埋
め込まれているソフトウェア、及び／又はハードウェアに組み込まれているか、若しくは
別なふうに記憶されている（例えば、ファームウェア）符号化ロジックのいずれかの組み
合わせを介して、ｆＢＳ１９０へインターネットアクセスを提供してよい。特定の実施例
で、ネットワークアクセス装置１８０は、所有者のＩＳＰによって供給されてよい。例え
ば、所有者のＩＳＰがケーブル会社であるならば、ＩＳＰは、ネットワークアクセス装置
１８０としてケーブルモデムを供給してよい。他の例として、所有者のＩＳＰが電話会社
であるならば、ＩＳＰは、ネットワークアクセス装置１８０としてｘＤＳＬモデムを供給
してよい。明らかなように、ネットワークアクセス装置１８０は、ｆＢＳ１９０以外の他
の構成要素へネットワークアクセスを提供してよい。例えば、所有者は、インターネット
にアクセスするために、自身のパーソナルコンピュータをネットワークアクセス装置１８
０へ接続してよい。
【００３５】
　エンドポイント１４０及び／又はノード１７０は、ハードウェア、コンピュータ読取可
能な媒体に埋め込まれているソフトウェア、及び／又はハードウェアに組み込まれている
か、若しくは別なふうに記憶されている（例えば、ファームウェア）符号化ロジックのい
ずれかの組み合わせを介して、ユーザへデータ又はネットワークサービスを提供してよい
。例えば、エンドポイント１４０ａ～１４０ｋは、ネットワーク１１０の１又はそれ以上
を用いるパケット（又はフレーム）の通信をサポートする携帯電話、ＩＰ電話、コンピュ
ータ、ビデオモニタ、カメラ、パーソナルデジタルアシスタント、あるいは、他の何らか
のハードウェア、ソフトウェア及び／又は埋め込みロジックを有してよい。エンドポイン
ト１４０は、また、データ及び／又は信号を送受信することができる無人又は自動のシス
テム、ゲートウェイ、他の中間構成要素又は他の装置を有してよい。
【００３６】
　図１は、特定の数及び構成のエンドポイント、接続、リンク、及びノードを表すが、通
信システム１００は、あらゆる数又は配置の、データ通信のためのこのような構成要素を
考慮している。更に、通信システム１００の要素は、互いに対して中央に配置された（ロ
ーカル）、又は通信システム１００の全体にわたって分配された構成要素を有してよい。
【００３７】
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　図２は、特定の実施例に従う、エンドポイント、ｍＢＳ、ｆＢＳ及びロケーションサー
バのより詳細な構造を有する無線ネットワークを表す。より具体的に、表される実施例は
、ネットワーク２０５、ｍＢＳ２１０、ｆＢＳ２５０、ネットワークアクセス装置（ＮＡ
Ｄ）２５１、エンドポイント２７０及びロケーションサーバ２９０を有する簡易化された
ネットワークである。様々な実施例で、ネットワーク２００は、有線又は無線のいずれの
通信を介そうとデータ及び／又は信号の通信を助け、又はそれに関与することができる有
線若しくは無線のネットワーク、ｍＢＳ、エンドポイント、ロケーションサーバ、ｆＢＳ
、及び／又は他の何らかの構成要素を幾つ有してもよい。ｍＢＳ２１０、ｆＢＳ２５０及
びロケーションサーバ２９０は、プロセッサ２１１、２５２及び２９２と、メモリ２１４
、２５４及び２９４と、通信インターフェース２１６、２５６及び２９６とを有する。ｍ
ＢＳ２１０及びｆＢＳ２５０は、また、無線通信部２１７及び２５７と、アンテナ２１８
及び２５８とを有する。同様に、エンドポイント２７０ａは、プロセッサ２７２と、メモ
リ２７４と、無線通信部２７７と、アンテナ２７８とを有する。図示されていないが、エ
ンドポイント２７０ｂは、エンドポイント２７０ａのように構成されてよい。これらの構
成要素は、例えば、無線ネットワーク（例えば、ＷｉＭＡＸ無線ネットワーク）で無線接
続を提供する等、無線ネットワーク機能を提供するために、協働してよい。
【００３８】
　ネットワーク２０５は、１又はそれ以上の異なるオペレータによって動かされる別々の
、しかし相互接続されているネットワークを有してよい。より具体的に、ネットワーク２
０５ａは、ＩＳＰのネットワークであってよい。ｆＢＳ２５０の所有者は、インターネッ
トアクセスのためにネットワーク２０５ａを使用してよい。所有者にネットワークアクセ
スを提供するに際して、ＩＳＰのネットワーク２０５ａは、モデム２２２、サーバ２２４
、及びＩＳＰゲートウェイ２２６を有してよい。モデム２２２は、所有者のネットワーク
アクセス装置２５１と通信するためにＩＳＰによって使用されてよい。従って、ネットワ
ークアクセス装置２５１及びモデム２２２は、それらが互いの間でデータをやり取りする
ことを可能にする相補的なハードウェア及び／又はソフトウェアを有してよい。ネットワ
ークアクセス装置２５１は、図１に関して上述されたネットワークアクセス装置１８０と
同様に、所有者のアクセスポイントとして働くことができる。モデム２２２は、ＩＳＰの
ネットワーク２０５ａと所有者のネットワークアクセス装置２５１との間のゲートウェイ
として働くことができる。特定の実施例で、モデム２２２は、セキュリティゲートウェイ
機能を有してよい。サーバ２２４は、例えば、ＩＳＰが所有者にネットワークアクセス（
又はＩＳＰによって提供される他の何らかの機能）を提供する必要があるＯＡＭ＆Ｐサー
バ、認証、認可及び課金（ＡＡＡ）サーバ、動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）サー
バ、又は他の何らかのサーバのような１又はそれ以上のサーバを有してよい。ＩＳＰゲー
トウェイ２２６は、ネットワーク２０５ａをネットワーク２０５ｂと結合するのに必要と
される何らかのハードウェア及び／又はソフトウェアを有してよい。例えば、ＩＳＰゲー
トウェイ２２６は、スイッチ、ルータ、ファイアウォール、プロキシサーバ、及び他の適
切な設備又はソフトウェアを有してよい。
【００３９】
　ネットワーク２０５ｃは、ＷｉＭＡＸサービスプロバイダのネットワークであってよい
。シナリオにより、ネットワーク２０５ｃは、ユーザの又は所有者のＷｉＭＡＸサービス
プロバイダのネットワークであってよい。ＷｉＭＡＸサービスを提供する際に、ネットワ
ーク２０５ｃは、サーバ２３２、ゲートウェイ２３４及びロケーションサーバ２９０を利
用してよい。サーバ２３２は、例えば、ＷｉＭＡＸプロバイダがｆＢＳ２５０を設定／認
証し、ユーザにＷｉＭＡＸサービスを提供する必要があるＯＡＭ＆Ｐサーバ、ネットワー
クアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）サーバ、ＡＡＡサーバ、自己組織化ネットワーク（ＳＯ
Ｎ）サーバ又は他の何らかのサーバのような１又はそれ以上のサーバを有してよい。例え
ば、サーバ２３２は、ｆＢＳ２５０を設定／認証するためにロケーションサーバ２９０を
使用してよい。ロケーションサーバ２９０は、ネットワーク２０５ｃへ結合されているノ
ードに関する位置情報を有することができるメモリ２９４を有する。サーバ２３２は、ネ
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ットワーク２０５ｃへの装置アクセスを可能にすることの一部として、ロケーションサー
バ２９０に記憶されている位置情報を利用してよい。ゲートウェイ２３４は、ネットワー
ク２０５ｃをネットワーク２０５ｂと結合するのに必要とされる何らかのハードウェア及
び／又はソフトウェア（例えば、スイッチ、ルータ、ファイアウォール、プロキシサーバ
）を有してよい。
【００４０】
　ネットワーク２０５ａ及び２０５ｃは、ネットワーク２０５ｂを介して結合されてよい
。幾つかの実施例で、ネットワーク２０５ｂはインターネットであってよい。従って、か
かる実施例では、ｆＢＳ２５０は、インターネットを介してＷＳＰのネットワーク、すな
わち、ネットワーク２０５ｃへ接続することができる。ネットワーク２０５ｂは単一ネッ
トワークとして表されているが、それは、図１に関連して上述されたネットワークを幾つ
でも有してよい。例えば、ネットワーク２０５ｂは、インターネット、ＬＡＮ、ＷＡＮ、
ＭＡＮ、ＰＳＴＮ又はそれらの或る組み合わせを有してよい。
【００４１】
　プロセッサ２１２、２５２、２７２及び２９２は、マイクロプロセッサ、コントローラ
、又は他の何らかの適切な計算装置、リソース、あるいは、単独で又は他の構成要素（例
えば、メモリ２１４、２５４、２７４及び／又は２９４）と共に無線ネットワーク機能を
提供するよう動作可能なハードウェア、ソフトウェア、及び／又は符号化ロジックの組み
合わせであってよい。かかる機能は、ここで論じられている様々な無線機能を提供するこ
とを含みうる。例えば、プロセッサ２１２、２５２、２７２及び２９２は、無線接続２４
０の１又はそれ以上についてスペクトル効率を決定することができる。更なる例及び、少
なくとも部分的にプロセッサ２１２、２５２、２７２及び２９２によって提供される機能
は、以下で論じられる。
【００４２】
　メモリモジュール２１４、２５４、２７４及び２９４は、限定されることなく磁気媒体
、光学媒体、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読出専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシ
ュメモリ、リムーバブル媒体、又は他の何らかの適切な局所的な若しくは遠隔のメモリ構
成要素を含むあらゆる形態の揮発性又は不揮発性のメモリであってもよい。メモリモジュ
ール２１４、２５４、２７４及び２９４は、コンピュータ読取可能な媒体に埋め込まれて
いるソフトウェア、及び／又はハードウェアに組み込まれるか、若しくは別なふうに記憶
される（例えば、ファームウェア）符号化ロジックを夫々含む、ｍＢＳ２１０、ｆＢＳ２
５０、エンドポイント２７０及びロケーションサーバ２９０によって利用されるあらゆる
適切なデータ、命令、ロジック又は情報を記憶することができる。例えば、特定の実施例
で、メモリモジュール２１４、２５４、２７４及び２９４は、ネットワーク２０５上のノ
ードの実際の位置及び認定領域に関する情報を記憶してよい。メモリモジュール２１４、
２５４、２７４及び２９４は、また、ノードがネットワーク２０５にアクセスすべきかど
うかを少なくともノードの位置に基づいて決定するのに有用なリスト、データベース、又
はデータの他の編成を保持してよい。例えば、ネットワーク２０５ｃの様々なノードに係
る位置のデータベースは、メモリ２９４に記憶され、ネットワーク２０５ｃに対するノー
ドのアクセス権を決定するためにサーバ２３２によってアクセスされてよい。幾つかの実
施例では、メモリ２９４は、ネットワーク２０５ｃ内のノードに関する報告を受信するこ
と促し、その報告を解析して、ノードの位置情報を決定することができるプログラムを記
憶してよい。メモリモジュール２１４、２５４、２７４及び２９４によって記憶される情
報及び／又はプログラムの更なる例は、以下で論じられる。
【００４３】
　幾つかの実施例で、記載されるプロセッシング及びメモリ要素（例えば、プロセッサ２
９２及びメモリ２９４）は、複数の装置にわたって分配されてよい。これにより、これら
の要素を利用して実行される動作も複数の装置にわたって分配され得る。例えば、これら
の要素を利用して動作するソフトウェアは、これらのプロセッシング及びメモリ要素を有
する複数のコンピュータにわたって実行され得る。挙げられている例に加えて、他の変形
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例は、分散コンピューティングの使用を伴って考えられる。
【００４４】
　無線通信部２１７、２５７及び２７７は、夫々、アンテナ２１８、２５８及び２７８へ
結合され、又はその一部であってよい。無線通信部２１７、２５７及び２７７は、無線接
続を介して他のｍＢＳ、ｆＢＳ、及び／又はエンドポイントへ送出されるべきデジタルデ
ータを受け取ることができる。無線通信部２１７、２５７及び２７７は、そのデジタルデ
ータを、適切な中心周波数及び帯域幅パラメータを有する無線信号に変換することができ
る。かかるパラメータは、例えば、ｍＢＳ２１０のプロセッサ２１２及びメモリ２１４を
併用して、予め決定されてよい。次いで、無線信号は、アンテナ２１８、２５８及び２７
８を介して適切な受信側へ送信され得る。同様に、無線通信部２１７、２５７及び２７７
は、夫々アンテナ２１８、２５８及び２７８を介して受信された無線信号を、必要に応じ
て、プロセッサ２１２、２５２又は２７２によって処理されるデジタルデータに変換する
ことができる。
【００４５】
　アンテナ２１８、２５８及び２７８は、無線によりデータ及び／又は信号を送受信可能
なあらゆるタイプのアンテナであってよい。幾つかの実施例で、アンテナ２１８、２５８
及び２７８は、２ＧＨｚから６６ＧＨｚの間で無線信号を送信／受信するよう動作可能な
１又はそれ以上の全方向、扇形又は平行アンテナを有してよい。全方向アンテナは、あら
ゆる方向で無線信号を送信／受信するために使用されてよい。扇形アンテナは、特定の範
囲内で装置から無線信号を送信／受信するために使用されてよい。平行アンテナは、比較
的真っ直ぐに無線信号を送信／受信するために使用されてよい。ともに、無線通信部２１
７及びアンテナ２１８、無線通信部２５７及びアンテナ２５８、並びに無線通信部２７７
及びアンテナ２７８は、夫々、無線インターフェースを形成することができる。
【００４６】
　通信インターフェース２１６、２５６及び２９６は、ｍＢＳ２１０とネットワーク２０
５との間、ｆＢＳ２５０とネットワーク２０５との間、及びロケーションサーバ２９０と
ネットワーク２０５との間の信号及び／又はデータの有線通信のために使用され得る。例
えば、通信インターフェース２１６は、ｍＢＳ２１０が有線接続にわたってネットワーク
２０５ｃからデータを送受信することを可能にするのに必要とされるあらゆるフォーマッ
ティング又は変換を実行してもよい。他の例として、通信インターフェース２５６は、例
えばイーサネット（登録商標）インターフェースのような、ネットワークアクセス装置２
５１での対応するインターフェースと互換性を有するインターフェース（例えば、ＲＪ－
４５）を有してよい。表されていないが、エンドポイント２７０は、また、有線インター
フェースを有してよい。
【００４７】
　ｆＢＳ１９０に関連して上述されたように、ｆＢＳ２５０は、本質的に、家庭又は職場
に有限なカバレッジ範囲を提供する小規模基地局であってよい。ｆＢＳ２５０の実施形態
及び構成に依存して、それは公共的又は私的であってよい。ｆＢＳ２５０は、ｍＢＳ２１
０と同様にバックホール接続を供給するＷｉＭＡＸサービスプロバイダと対照的に、ネッ
トワーク２０５ｃへのバックホール接続を提供するよう、ネットワークアクセス装置２５
１を介して、ユーザのネットワークアクセスに依存してよい。
【００４８】
　ネットワークアクセス装置２５１は、所有者にインターネットアクセスを提供するため
に使用されてよい。ｆＢＳ２５０は、ＷｉＭＡＸネットワーク２０５ｃへの自身のバック
ホール接続のためにインターネットアクセスを利用してよい。ネットワークサービス及び
／又はユーザのサービスプロバイダのタイプに依存して、ネットワークアクセス装置２５
１は、ケーブルモデム、デジタル加入者線（ＤＳＬ）モデム、光ファイバモデム、又は所
有者のネットワークサービスプロバイダによって提供される他の何らかのモデム、ゲート
ウェイ若しくはネットワークアクセス装置であってよい。所有者は、ｆＢＳ２５０とネッ
トワークアクセス装置２５１との間にルータ、スイッチ及び／又はハブを幾つでも有して
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よい。ネットワークアクセス装置２５１は、ネットワーク２０５ａから位置情報を受信し
、ｆＢＳ２５０へ位置情報を送信するよう構成されてよい。例えば、ネットワーク２０５
ａ内のオペレータは、例えば、ネットワークアクセス装置２５１のＭＡＣアドレス（シリ
アル番号）、又は加入者がログインするときに加入者によって提供されるユーザ名／パス
ワード等のユーザ又はネットワークアクセス装置２５１に特有の情報により、データベー
スにおいて、ネットワークアクセス装置２５１を加入情報に関連付けることができる。
【００４９】
　バックホール接続を確立することの一部として、ｆＢＳ２５０はネットワークアクセス
装置２５１と通信してよい。ネットワークアクセス装置２５１は、ユーザのＩＳＰによっ
て提供又は認証され得る装置であって、ｆＢＳ２５０にＩＳＰのネットワーク２０５ａへ
のアクセスを提供することができる。次いで、ＩＳＰのネットワーク２０５ａへのアクセ
スは、ネットワーク２０５ｂを介してネットワーク２０５ｃへのアクセスを可能にする。
ネットワーク２０５ａにアクセスすることは、ネットワークアクセス装置２５１がＩＳＰ
のモデム２２２と通信することを伴ってよい。
【００５０】
　ＩＳＰは、ユーザにインターネットアクセスを提供する際に、１又はそれ以上のサーバ
２２４（例えば、ＯＡＭ＆Ｐ、ＡＡＡ、ＤＨＣＰサーバ）を動作させてよい。例えば、ユ
ーザは、ＤＳＬプロバイダとのネットワークアクセスのためのＤＳＬ（Digital　Subscri
ber　Line）アカウントを有してよい。サーバ２２４は、ユーザが自身の請求書を支払っ
ており、その他の点でＤＳＬプロバイダと良好な状態にあることを確かにすることできる
。
【００５１】
　ＩＳＰゲートウェイ２２６は、ＩＳＰネットワーク２０５ａをインターネット（例えば
、ネットワーク２０５ｂ）と接続してよい。これは、ｆＢＳ２５０がインターネットを介
してＷｉＭＡＸネットワーク２０５ｃにアクセスすることを可能にする。ネットワーク２
０５ａをインターネットと接続する際に、ゲートウェイ２２６は、あらゆる必要なフォー
マッティング及び／又はセキュリティ機能を実行してよい。
【００５２】
　ＷｉＭＡＸネットワーク２０５ｃは、それ自身のゲートウェイ２３４及びサーバ２３２
を有してよい。ＩＳＰ２０５ａのサーバ及びゲートウェイと同様に、ゲートウェイ２３４
及びサーバ２３２は、ユーザが有効なＷｉＭＡＸアカウントを有すること及びネットワー
ク２０５ｃが他のネットワーク（例えば、ネットワーク２０５ｂ）にアクセスすることが
できることを確かにすることができる。サーバ２３２は、また、ｆＢＳ２５０の様々な特
徴及び機能を提供するために使用されてよい情報、データ、命令及び／又はロジックを有
してよい。例えば、それらは、エンドポイント２７０ａとのその無線接続２４０ｂのため
にチャネル情報をｆＢＳ２５０に提供してよい。加えて、ロケーションサーバ２９０は、
サーバ２３２と同様に構成されてよい。以下で更に記載されるように、ロケーションサー
バ２９０は、ｆＢＳ２５０に関する位置情報を提供することによって、ｆＢＳ２５０の認
証に役立つことができる。
【００５３】
　エンドポイント２７０は、ｍＢＳ２１０及び／又はｆＢＳ２５０との間でデータ及び／
又は信号を送受信することができるあらゆるタイプの無線エンドポイントであってよい。
或る可能なタイプのエンドポイント２７０は、デスクトップコンピュータ、ＰＤＡ、携帯
電話、スマートフォン、ラップトップ、及び／又はＶｏＩＰ電話を有してよい。
【００５４】
　幾つかの実施例で、ｆＢＳ２５０は、ユーザが選択した位置にユーザによって設置され
てよい。よって、ネットワーク２０５ｃに関連する無線サービスプロバイダ（ＷＳＰ）は
、ｆＢＳ（例えば、ｆＢＳ２５０）の位置に関する制御をほとんど又は全く有さなくとも
よい。ｆＢＳ２５０の位置を決定することは、様々な実施例で、１又はそれ以上のサービ
スの提供を可能にする。例えば、ＷＳＰ及び／又はｆＢＳ２５０は、位置に基づくサービ
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ス（例えば、Ｅ９１１）を提供し、クオリティ・オブ・サービス（ＱｏＳ）のレベルを確
保するよう（例えば、同じ近傍にある他のｆＢＳからの干渉に基づいて適切なキャリア／
セグメント／サブチャネル及びｆＢＳ送信電力を割り当てる）無線リソース管理によりそ
の無線ネットワークの無線動作を最適化するために、ｆＢＳ２５０の位置を知る必要があ
る。幾つかの実施例で、ＷＳＰ及び／又はｆＢＳ２５０は、局所的なＰＯＩ（Points-of-
Interest）情報を提供してよい。
【００５５】
　下記の例は、ネットワーク２０５ｃ内のノードの位置情報がどのように決定され得るの
かを表すのに役立つ。一実施例で、エンドポイント２７０ａは、メモリ２７４に記憶され
ておりプロセッサ２７２によって実行されるアルゴリズムに従って、無線通信部２７７及
びアンテナ２７８を用いて周囲のノードの走査を行ってよい。幾つかの実施例で、これは
、ｍＢＳ（例えば、ｍＢＳ２１０）からの要求に応答してよい。走査は、周囲のノード（
例えば、ｍＢＳ２１０及びｆＢＳ２５０）から（識別子を含む）情報を受け取ってよい。
これらのノードのうち１又はそれ以上についての位置情報が未知であることがある。エン
ドポイント２７０ａは、また、メモリ２７４で走査の開始と様々なノードによる応答との
間の経過時間を追跡するよう構成されてよい。エンドポイント２７０ａは、これらのタイ
ミング及び識別子を、ネットワーク２０５ｃを介して無線通信部２７７及び／又はアンテ
ナ２７８を用いてロケーションサーバ２９０へ送信してよい。或る環境で、これは、ｆＢ
Ｓ２５０と、ネットワークアクセス装置２５１によって提供されるネットワーク２０５ａ
へのｆＢＳ２５０の接続とを用いることによって、達成され得る。他の環境で、エンドポ
イント２７０ａは、この情報をｍＢＳ２１０へ送信してよい。ｍＢＳ２１０は、次いで、
情報をロケーションサーバ２９０へ送信するためにネットワーク２０５ｃを利用してよい
。
【００５６】
　ロケーションサーバ２９０は、インターフェース２９６を介して、エンドポイント２７
０ａによって送信された識別子及び関連するタイミングを受け取ってよい。ロケーション
サーバ２９０は、これらのタイミングを処理して、エンドポイント２７０ａと走査を受け
ているノードとの間の距離を決定してよい。ロケーションサーバ２９０が予め記憶してい
た位置データを参照することによって、ロケーションサーバ２９０は、これらの距離を相
互に関連付けて、目下位置が知られていないノードに関して位置情報を決定してよい。ロ
ケーションサーバ２９０が一層多くのこのような送信を受け取る場合に、ロケーションサ
ーバ２９０は、位置を知られていない他のノードの位置を突き止め、あるいは、ノードの
既に記憶されている位置情報を精緻化することができる。かかる実施例に関する更なる詳
細は、以下、図３及び図４に関連して記載される。
【００５７】
　ここまで、幾つかの異なる実施例及び特徴が提示された。特定の実施例は、動作上のニ
ーズ及び／又は構成要素限界に依存して、これらの特徴のうちの１又はそれ以上を組み合
わせてよい。例えば、特定の実施例は、ネットワーク内の様々なノード（例えば、ネット
ワーク内のｆＢＳ）について位置情報を決定するために、ネットワーク内のエンドポイン
トからの走査報告を使用してよい。幾つかの実施例は、更なる特徴を有してよい。
【００５８】
　図３は、様々なノードを有するネットワーク３００の一実施例を表す。ノードは、フェ
ムト基地局（ｆＢＳ）３１０と、エンドポイント３２０と、マクロ基地局（ｍＢＳ）３３
０とを有する。かかるノードの夫々は、図１及び図２に関して上述されたように構成され
てよい。各エンドポイント３２０は、ネットワーク３００内の範囲にあるノードの走査を
開始してよい。エンドポイント３２０を他のノードへ接続するラインは、これらのノード
がエンドポイント３２０によって実行される走査の範囲内にあることを示す。これらのノ
ードに関する位置情報は、サーバ（例えば、ロケーションサーバ２９０）に記憶されてよ
い。ノードの幾つかは、かかるサーバに記憶されている位置情報を有さなくともよい。範
囲内のノードを走査し、走査報告を送信することによって、エンドポイント３２０は、サ
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ーバで記憶されている位置情報を有さないノードの位置情報を決定するよう、サーバ（例
えば、ロケーションサーバ２９０）に十分な情報を提供してよい。例えば、ｆＢＳ３１０
ｂに関する位置情報はサーバに記憶されておらず、一方、ｆＢＳ３１０ａに関する位置情
報はサーバに記憶されている。なお、ｆＢＳ３１０ｂは、表されるように、４つのエンド
ポイント３２０によって行われる走査の範囲にある。これらのエンドポイント３２０の夫
々は、ｆＢＳ３１０ｂに関する情報を含む走査報告を提示してよい。情報は、走査に応答
する時間を含んでよい。この情報に基づいて、以下で更に記載されるように、サーバ（例
えば、ロケーションサーバ２９０）は、ｆＢＳ３１０ｂについて位置情報を決定すること
ができる。
【００５９】
　図４は、位置情報を決定する方法の一実施例を表すフローチャートである。概して、図
４に表されているステップは、必要に応じて結合され、変更され、又は削除されてよく、
追加のステップが、また、例となる動作に加えられてよい。更に、記載されるステップは
、如何なる適切な順序で実行されてもよい。
【００６０】
　ステップ４１０で、ノードは、その周囲の基地局（例えば、マクロ基地局又はフェムト
基地局）の走査を行う。走査は、エンドポイント（例えば、エンドポイント３２０のいず
れか１つ）によって実行されてよい。図３に表されるように、走査は、ノードが走査を行
う範囲外にあるノードを除外してよい。幾つかの実施例で、走査は、他のノード（例えば
、ｍＢＳ）による要求に応答して実施されてよい。例えば、ｍＢＳは、或るＩＥＥＥ８０
２．１６プロトコルに従うＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＳＰメッセージを用いて、走査を要求して
よい。このプロトコルで、ｍＢＳは、走査ノードが、自身と、要求を発したｍＢＳを含む
被走査ノードとの間の通信に関して経路遅延情報を提供することを要求してよい。走査は
、或るＩＥＥＥ８０２．１６プロトコルに従うＳＣＡＮレンジングプロシージャによって
実施されてよい。走査ノードは、周期的に又はｍＢＳによる要求時に走査を行うよう構成
されてよい。
【００６１】
　ステップ４２０で、走査ノードは、被走査ノードの識別子及び応答時間を決定してよい
。幾つかの実施例で、被走査ノードは、走査ノードによって自身が走査を受けると、走査
ノードへ報告する。被走査ノードは、走査ノードへ識別子を送ってよい。走査ノードは、
受け取った識別子のみならず、自身が被走査ノードの夫々から応答を受け取るのに要した
時間をまとめてよい。ステップ４３０で、走査ノードは、この情報をサーバ（例えば、ロ
ケーションサーバ２９０）へ送信してよい。サーバは、アクセスサービスネットワークゲ
ートウェイ又はネットワークＯＡＭサーバと同じ位置に配置されうる。幾つかの実施例で
、走査ノードは情報をｍＢＳへ送信してよい。ｍＢＳは報告をサーバ（例えば、ロケーシ
ョンサーバ２９０）へ送信してよい。幾つかの実施例で、走査ノードは、或るＩＥＥＥ８
０２．１６プロトコルに従うＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＰメッセージを使用してよく、また、
被走査ノードのＩＤ及び経路遅延時間を有してよい。走査ノードは、また、（走査ノード
がエンドポイントである場合に）ノードにサービスを提供しているｍＢＳの識別子と、現
在の時間とを有してよい。
【００６２】
　ステップ４４０で、ステップ４３０で送信された報告を受け取るサーバ（例えば、ロケ
ーションサーバ２９０）は、情報を用いて、被走査ノードと走査ノードとの間の相対距離
を計算してよい。幾つかの実施例で、サーバは、報告された遅延時間及び識別子を用いて
、被走査ノードと走査ノードとの間の距離を決定してよい。
【００６３】
　ステップ４５０で、サーバは、受け取った報告において被走査ノードに関連する位置情
報を取り出してよい。このステップは、ステップ４４０の前、その間、又はその後に実行
されてよい。位置情報は、報告の中の識別子を用いて、サーバ内のメモリモジュール（例
えば、メモリ２９４）又はサーバへ結合されている他の記憶媒体から取り出されてよい。
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或るノード（例えば、ｍＢＳ）についての位置情報は、ノードが固定されているので、記
憶されてよい。他のノード（例えば、ｆＢＳ）についての位置情報は、図４に表されるも
とと同様のアルゴリズムに従って又は他の手段によって、前もって決定されていてよい。
或るノードは、メモリモジュール内に記憶されている位置情報を有さないことがある。よ
って、幾つかの実施例で、このステップが完了した後、サーバは、位置情報を知られてい
るノードの組と、位置情報を知られていないノードの組とを有してよい。
【００６４】
　ステップ４６０で、サーバは、報告を発した走査ノード（例えば、エンドポイント）の
位置を決定してよい。幾つかの実施例で、サーバは、最初に、走査報告が少なくも３つの
（ｍＢＳ又はｆＢＳである）被走査基地局ノードを含むかどうかを決定してよい。報告が
少なくとも３つのこのようなノードを含まない場合は、報告は捨てられてよい。報告が少
なくも３つのこのようなノードを含む場合は、サーバは、例えば三角測量等の方法により
走査ノードの位置を決定するよう、位置情報と、走査ノードと少なくも３つのこのような
ノードと間の計算された距離とを使用してよい。これは、（例えば、ステップ４５０で記
載されるように）少なくも３つのこのようなノードについて記憶されている位置情報を取
り出すことによって、達成されてよい。
【００６５】
　ステップ４７０で、サーバは、未知の位置情報を有するノードについて位置を決定して
よい。幾つかの実施例で、サーバは、特定のノードの位置情報を更新してよい。例えば、
図３に関して先に論じられたように、ノード（例えば、ｆＢＳ３１０ｂ）は未知の位置に
あることがある。ｆＢＳ３１０ｂを含む受け取った走査報告（及び／又は他の走査報告）
を用いて、ロケーションサーバはｆＢＳ３１０ｂの位置を決定することができる。サーバ
は、ノード（ｆＢＳ３１０ｂ）について位置情報を決定する際に、下記の式を使用してよ
い：
　　　（ｘＭＳｉ－ｘＢＳｊ）２＋（ｙＭＳｉ－ｙＢＳｊ）２＝Ｄ２

ＭＳｉ－ＢＳｊ

ここで、ＤＭＳｉ－ＢＳｊはノードＭＳｉとノードＢＳｊとの間の距離であり、ｘＭＳｉ

及びｙＭＳｉはＭＳｉの座標であり、ｘＢＳｊ及びｙＢＳｊはＢＳｊの座標である。下記
の情報は、他のアルゴリズムとともにサーバによって使用されてよい：決定される必要が
ある未知の位置を有するノードの数（Ｆ）、既知の位置を有するノードの数（Ｒ）、及び
既知の位置を有する少なくとも３つのノードに遅延情報を含む走査報告を送信するノード
の数（Ｍ）。アルゴリズムは、少なくとも３Ｍ個の式（距離）による一連の式であってよ
い。式の総数をＴとし、２Ｍ＋２Ｆ個の未知の変数を有するとする。しかし、アルゴリズ
ムは、Ｔ＝２Ｍ＋２Ｆの場合に正確に解かれるが、Ｔ＞２Ｍ＋２Ｆである場合は、未知数
よりも制約が多く存在しうる。これは、アルゴリズムが正確に解かれることを妨げうる。
特定の実施例は、これを過剰決定システムとして扱い、それを最適化問題として解こうと
試みてよい。システムが過剰に決定されている場合に、特定の実施例は非線形プログラミ
ング問題へ変形されてよい。かかるシナリオで、目的関数は以下のように選択されてよい
。この問題（又はその近似）は、例えば、下記の計算に従って、既知の方法により解かれ
得る。
【００６６】
【数１】

　このように、幾つかの実施例で、サーバは、走査報告を受け取る場合に、継続的に式体
系を更新してよい。位置が決定されると、サーバは、サーバ内に配置されている又はサー
バへ結合されているメモリモジュールに位置情報を格納してよい。上記の目的関数は、走
査報告中のノードの既知の位置情報に基づいて、信頼性のレベルにより重み付けされてよ



(17) JP 2010-4541 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

い。例えば、走査報告中のノードがＧＰＳ技術により決定される位置を有する場合に、こ
のノードに対応する式にはより高い重みが与えられてよい。例を続けると、走査報告中の
ノードは、ここで提示されるものと同様のステップを用いて推測される自身の位置情報を
有してよい。かかるノードの信頼性のレベルは、異なる重みを各自の式に適用する。幾つ
かの実施例で、ノードは、１よりも多い走査報告に含まれてよい。サーバは、引き続き、
上述される動作を続行し、かかるノードの位置情報を精緻化することができる。サーバは
、より多くの走査報告が処理される場合に、カルマンフィルタリングを用いてノードの位
置情報を更新してよい。報告が多いほど、位置情報の精度は改善しうる。
【００６７】
　ステップ４８０で、上記ステップで決定された位置情報は、少なくとも１つの無線装置
へサービスを提供するために使用されてよい。例えば、サービスは、装置（例えば、エン
ドポイント２７０）へ提供されてよい。位置情報を決定したサーバは、かかるサービスの
提供を促してよい。幾つかの実施例で、これは、サービスを様々なノードへ直接に提供す
ることを含みうる。サーバは、また、決定された位置情報を、サービスを無線装置へ提供
するノードへ送信することによって、サービスの提供を促してよい。例えば、位置情報は
、位置情報を用いてサービスを提供する無線ネットワーク内のサーバ（例えば、サーバ２
３２）へ送信されてよい。幾つかの実施例で、位置情報は、ｆＢＳが位置情報に基づいて
サービスを提供するように、ｆＢＳへ送信されてよい。
【００６８】
　位置情報を用いて提供されるサービスは、位置に基づくサービスを有してよい。かかる
サービスの例は、例えばＥ－９１１のようなエマージェンシーサービスと、局所ＰＯＩ情
報（例えば、ローカルディレクトリ情報）を提供することであってよい。ｆＢＳがサービ
スを提供している状況で、ｆＢＳは、また、ｆＢＳが設置される実際の敷地に関連するも
のように、より高度な形のサービスをサポートしてよい。例えば、ｆＢＳがショッピング
モールに設置される場合に、ｆＢＳは、ショッピングモール内の店に関連する情報又はオ
ファー（例えば、クーポン）を提供することができる。他の適切な位置に基づくサービス
は、位置情報を用いてｆＢＳによって配信可能であると考えられる。
【００６９】
　ＷＳＰのネットワークオペレータは、また、位置情報を用いてサービスを提供してよい
。例えば、ネットワークオペレータは、決定された位置情報に基づいてサービスを提供す
る権限を更にｆＢＳに与えるよう構成されてよい。かかる権限付与は、決定された位置情
報がｆＢＳに関して予め知られている位置情報より正確である状況に応答して起こりうる
。ネットワークオペレータは、また、ｆＢＳに関して上述されたもののような他のサービ
スを提供してよい。
【００７０】
　幾つかの実施例が詳細に説明され記載されてきたが、変形及び置換が、添付の特許請求
の範囲の精神及び技術的範囲を逸脱せずに可能であることが認識される。
【００７１】
　［関連出願］
　本願は、合衆国法典第３５巻第１１９条（ｅ）に基づき、Ｃｈｅｎｘｉ　Ｚｈｕ等によ
って２００８年６月２０日に出願された、出願人整理番号０７３３３８．０６２２の“Mo
bile　Station　Assisted　Positioning　of　Femto-Base　Stations　in　a　Wireless
　Network”と題された米国特許仮出願第６１／０７４，３８６号の優先権を主張するも
のである。
【００７２】
　以上の実施形態に関し、更に以下の付記を開示する。
（付記１）
　無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報告であって、位置
を知られていない第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される複数のノー
ドに係る識別情報と、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
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対応する第１の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第１の複数の距
離を前記第１の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数の距離により決定する段階と、
　少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記位置情報を利用する段階と
　を有する無線通信方法。
（付記２）
　前記第１の走査報告に基づいて前記第１ノードの位置情報を決定する段階を更に有し、
　前記第２ノードの位置情報を決定する段階は、前記第１ノードの前記位置情報を利用す
る段階を有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記３）
　前記第１の走査報告が少なくとも３つの基地局からの情報を含まない場合に前記第１の
走査報告を捨てる段階を更に有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記４）
　前記第２ノードの前記位置情報の決定に応答して、前記複数のノードに含まれていない
第３ノードの位置情報を決定する段階と、
　少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記第３ノードの前記位置情報を
利用する段階と
　を更に有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記５）
　前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成される第２の走査報告であって、
前記第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される第２の複数のノードに係
る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第２の複
数の距離を前記第２の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第２の複数の距離により更新する段階と
　を更に有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記６）
　前記第２ノードの位置情報を更新する段階はカルマンフィルタを利用する段階を有する
、付記５記載の無線通信方法。
（付記７）
　前記第１ノードはエンドポイントを有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記８）
　前記第２ノードはフェムト基地局を有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記９）
　前記無線通信ネットワークはＷｉＭＡＸネットワークを有する、付記１記載の無線通信
方法。
（付記１０）
　前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成される第２の走査報告であって、
前記第１の走査報告に含まれていた第４ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合
される第２の複数のノードに係る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノード
の夫々との間の通信時間に夫々対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信す
る段階と、
　前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第２の複
数の距離を前記第２の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第４ノードの位置情報を前記第１の複数の距離及び前記第２の複数の距離により決
定する段階と
　を更に有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記１１）
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　前記少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記位置情報を利用する段階
は、少なくとも１つの位置に基づくサービスを前記少なくとも１つの無線装置へ提供する
段階を有する、付記１記載の無線通信方法。
（付記１２）
　前記少なくとも１つの位置に基づくサービスはエマージェンシーサービスを有する、付
記１１記載の無線通信方法。
（付記１３）
　前記少なくとも１つの位置に基づくサービスは、局所ＰＯＩに関する情報を提供するこ
とを有する、付記１１記載の無線通信方法。
（付記１４）
　前記少なくとも１つの無線装置へサービスを提供するよう前記位置情報を利用する段階
は、前記無線通信ネットワークを利用するよう前記第２ノードの権限付与を促す段階を有
する、付記１記載の無線通信方法。
（付記１５）
　無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報告であって、位置
を知られていない第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される複数のノー
ドに係る識別情報と、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第１の複数の時間値とを有する走査報告を受信するよう動作するインターフェー
スと、
　前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第１の複数の距
離を前記第１の複数の時間値により決定し、前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数
の距離により決定し、前記第２ノードの前記位置情報により少なくとも１つの無線装置へ
のサービスの提供を促すよう動作するプロセッサと
　を有する無線通信システム。
（付記１６）
　前記プロセッサは、更に、前記第１の走査報告に基づいて前記第１ノードの位置情報を
決定するよう動作し、
　前記第２ノードの位置情報の決定は、前記第１ノードの前記位置情報を利用することを
有する、付記１５記載の無線通信システム。
（付記１７）
　前記プロセッサは、更に、前記第１の走査報告が少なくとも３つの基地局からの情報を
含まない場合に前記第１の走査報告を捨てるよう動作する、付記１５記載の無線通信シス
テム。
（付記１８）
　前記プロセッサは、更に、前記第２ノードの前記位置情報の決定に応答して、前記複数
のノードに含まれていない第３ノードの位置情報を決定し、前記第３ノードの前記位置情
報により少なくとも１つの無線装置へのサービスの提供を促すよう動作する、付記１５記
載の無線通信システム。
（付記１９）
　前記インターフェースは、更に、前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成
される第２の走査報告であって、前記第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結
合される第２の複数のノードに係る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノー
ドの夫々との間の通信時間に夫々対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信
するよう動作し
　前記プロセッサは、更に、前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距
離に夫々対応する第２の複数の距離を前記第２の複数の時間値により決定し、前記第２ノ
ードの位置情報を前記第２の複数の距離により更新するよう動作する、付記１５記載の無
線通信システム。
（付記２０）
　前記第２ノードの位置情報の更新はカルマンフィルタを利用することを有する、付記１
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９記載の無線通信システム。
（付記２１）
　前記第１ノードはエンドポイントを有する、付記１５記載の無線通信システム。
（付記２２）
　前記第２ノードはフェムト基地局を有する、付記１５記載の無線通信システム。
（付記２３）
　前記無線通信ネットワークはＷｉＭＡＸネットワークを有する、付記１５記載の無線通
信システム。
（付記２４）
　前記インターフェースは、更に、前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成
される第２の走査報告であって、前記第１の走査報告に含まれていた第４ノードを有し、
前記無線通信ネットワークへ結合される第２の複数のノードに係る識別情報と、前記第３
ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々対応する第２の複数の時
間値とを有する走査報告を受信するよう動作し、
　前記プロセッサは、更に、前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距
離に夫々対応する第２の複数の距離を前記第２の複数の時間値により決定し、前記第４ノ
ードの位置情報を前記第１の複数の距離及び前記第２の複数の距離により決定するよう動
作する、付記１５記載の無線通信システム。
（付記２５）
　前記サービスは少なくとも１つの位置に基づくサービスを有する、付記１５記載の無線
通信システム。
（付記２６）
　前記少なくとも１つの位置に基づくサービスはエマージェンシーサービスを有する、付
記２５記載の無線通信システム。
（付記２７）
　前記少なくとも１つの位置に基づくサービスは、局所ＰＯＩに関する情報を提供するこ
とを有する、付記２５記載の無線通信システム。
（付記２８）
　前記サービスは、前記無線通信ネットワークを利用するよう前記第２ノードの権限付与
を促すことを有する、付記１５記載の無線通信システム。
（付記２９）
　プロセッサによって実行される場合に、該プロセッサに、
　無線通信ネットワークの第１ノードによって生成される第１の走査報告であって、位置
を知られていない第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される複数のノー
ドに係る識別情報と、前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第１の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第１ノードと前記複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第１の複数の距
離を前記第１の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第１の複数の距離により決定する段階と、
　前記位置情報により少なくとも１つの無線装置へのサービスの提供を促す段階と
　を実行させる命令を有する有形のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記３０）
　前記プロセッサに、前記第１の走査報告に基づいて前記第１ノードの位置情報を決定す
る段階を実行させる命令を更に有し、
　前記第２ノードの位置情報を決定する段階は、前記第１ノードの前記位置情報を利用す
る段階を有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記３１）
　前記プロセッサに、前記第１の走査報告が少なくとも３つの基地局からの情報を含まな
い場合に前記第１の走査報告を捨てる段階を実行させる命令を更に有する、付記２９記載
のコンピュータ読取可能な媒体。
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（付記３２）
　前記プロセッサに、
　前記第２ノードの前記位置情報の決定に応答して、前記複数のノードに含まれていない
第３ノードの位置情報を決定する段階と、
　前記第３ノードの前記位置情報により少なくとも１つの無線装置へのサービスの提供を
促す段階と
　を実行させる命令を更に有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記３３）
　前記プロセッサに、
　前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成される第２の走査報告であって、
前記第２ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合される第２の複数のノードに係
る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の通信時間に夫々
対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信する段階と、
　前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第２の複
数の距離を前記第２の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第２ノードの位置情報を前記第２の複数の距離により更新する段階と
　を実行させる命令を更に有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記３４）
　前記第２ノードの位置情報を更新する段階はカルマンフィルタを利用する段階を有する
、付記３３記載のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記３５）
　前記第１ノードはエンドポイントを有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒
体。
（付記３６）
　前記第２ノードはフェムト基地局を有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒
体。
（付記３７）
　前記無線通信ネットワークはＷｉＭＡＸネットワークを有する、付記２９記載のコンピ
ュータ読取可能な媒体。
（付記３８）
　前記プロセッサに、
　前記無線通信ネットワークの第３ノードによって生成される第２の走査報告であって、
前記第１の走査報告に含まれていた第４ノードを有し、前記無線通信ネットワークへ結合
される第２の複数のノードに係る識別情報と、前記第３ノードと前記第２の複数のノード
の夫々との間の通信時間に夫々対応する第２の複数の時間値とを有する走査報告を受信す
る段階と、
　前記第３ノードと前記第２の複数のノードの夫々との間の距離に夫々対応する第２の複
数の距離を前記第２の複数の時間値により決定する段階と、
　前記第４ノードの位置情報を前記第１の複数の距離及び前記第２の複数の距離により決
定する段階と
　を実行させる命令を更に有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記３９）
　前記サービスは少なくとも１つの位置に基づくサービスを有する、付記２９記載のコン
ピュータ読取可能な媒体。
（付記４０）
　前記少なくとも１つの位置に基づくサービスはエマージェンシーサービスを有する、付
記３９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
（付記４１）
　前記少なくとも１つの位置に基づくサービスは、局所ＰＯＩに関する情報を提供するこ
とを有する、付記３９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
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　前記サービスは、前記無線通信ネットワークを利用するよう前記第２ノードの権限付与
を促すことを有する、付記２９記載のコンピュータ読取可能な媒体。
【符号の説明】
【００７３】
１００，２００　通信システム
１１０ａ～１１０ｄ，２０５ａ～２０５ｃ，３００　ネットワーク
１２０，２１０，３３０　マクロ基地局（ｍＢＳ）
１４０ａ～１４０ｋ，２７０ａ，２７０ｂ，３２０　エンドポイント
１５０ａ～１５０ｊ，２４０ａ～２４０ｄ　無線接続
１６０ａ～１６０ｐ　有線リンク
１７０ａ～１７０ｄ　ノード
１８０ａ，１８０ｂ，２５１　ネットワークアクセス装置
１９０ａ，１９０ｂ，２５０，３１０ａ，３１０ｂ　フェムト基地局（ｆＢＳ）
１９２　ロケーションサーバ
２１２，２５２，２７２，２９２　プロセッサ
２１４，２５４，２７４，２９４　メモリ
２１６，２５６，２９６　インターフェース
２１７，２５７，２７７　無線通信部
２１８，２５８，２７８　アンテナ
２２２　モデム
２２４，２３２　サーバ
２２６，２３４　ゲートウェイ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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